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カンティヨン、ケネー、テュルゴー 

――18 世紀フランス価値論形成史に関する一考察―― 

                                   
青山学院大学経済学部 

中 川 辰 洋 
 

本報告は、18 世紀を代表する経済学者リシャール・カンティヨン、フランソワ・ケ

ネーそしてオーヌ男爵アンヌ・ロベール・ジャック・テュルゴーの 3 人の価値論を考察

するとともに、それらの経済学の古典形成への貢献と意義を明らかにすることを主たる

目標とするものである。はじめに報告の概要を示せば下記のとおりである。 
 

はじめに 
1. カンティヨン、ケネー、テュルゴーの価値学説 

(1) リシャール・カンティヨン 
(2) フランソワ・ケネー 
(3) アンヌ・ロベール・ジャック・テュルゴー 

2.  価値学説の意義と問題点 
(1) 価値源泉論の名目性 
(2) 価値と価格の関係性 
(3) 価格メカニズムと資源分配の関連性 

3.  18 世紀フランス価値学説形成史の再考 
むすびにかえて 

 
ここでカンティヨンの価値論を出発点としたのは、「リシャール・カンティヨンと経

済学の国籍」の著者ウィリアム・スタンレー・ジェヴォンズをしてわがエールの民の著

書『商業一般の本性に関する試論』が「租税の問題をのぞけば〔中略〕ほとんど経済学

の全領域」にわたっており、「他のいかなるえりぬきの労作よりも、より際立って『経

済学の揺籃』」といわしめたことを受けてのことであるが、そのなかには当然ながら価

値論や価格論もふくまれる。ことほどさように、ジョゼフ・J. スペングラーは、カン

ティヨンの経済学史上の最大の貢献は「価格システムの働き」にあるとまで言い切って

いる。商業社会の規範である商品の価格が需要と供給の比率により決定されると説いた

史上最初の人物はほかならぬカンティヨンであり、かれの価値論はケネー、テュルゴー

をはじめ後世多くの研究者の継承するところとなっている。 
 もっとも、これら 3 人の価値論を立ち入ってみていくと、「カンティヨン→ケネー→
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テュルゴー」のラインをたどりつつ 18 世紀フランス価値論研究が発展をとげたという

わけではない。第 1 に、カンティヨンが価値の源泉を土地（や労働）にもとめたのに対

して、ケネーの「人間論」やテュルゴーの『富の形成と分配に関する諸省察』や「価値

と貨幣」などに目を通せば、人間の主観あるいは欲求・欲望などに起因すると説いてい

るように際立った相違を認めないわけにはいかない。前者の価値論が客観価値学説、後

二者のそれが主観価値学説の系譜に属するといわれるゆえんである。この点に限れば、

あたかも「ケネー→テュルゴー」のラインを描き得るかのようである。 
ところが、カンティヨンも、ケネーも商品に内在する価値をどのように測定するのか

という段に話が及ぶと明確な説明を行ってはいない。とくにケネーがそうであり、かれ

の価値論を「名目的主観価値学説」と見付けたフィリップ・ステーネルやジルベール・

ファッカレロらの言い分が正しいとすれば、カンティヨンのそれもまた「名目的客観価

値学説」といわざるを得ない。その意味からすれば、ケネーとテュルゴーの相似性より

も、むしろカンティヨンとケネーの間にこそ共通性を見出すことになる。かたやテュル

ゴーは、人間の精神において主観的に導かれる「尊重価値」が交換の条件である「評価

価値」を決定するありようの説明を試みている。これがいまひとつの論点である。 
 さらにいまひとつ、より重要な点であるが、「価格システムの働き」の意味に関して

である。ケネーは事実上この問題にほとんど言及しておらず、この点、カンティヨンと

テュルゴーの理論的継承関係はケネーとテュルゴーのそれに比べてよりクリアである。

ケネーにあっては、自然的条件により極端な過不足の生じるケース（豊作や凶作）を除

外した「平常時」の価格、ありていにいえば需要と供給が一致して、カンティヨン流の

均衡価格を意味する「内在価値」にヒントを得た「基本価格」と市場価格とが同一とな

る状態をつねに想定しているかのようである。これに対して、カンティヨンおよびテュ

ルゴーは、需給の比率により規定される商品の市場価格は内在価値または基本価格を中

心に騰落すると説くのであるが、それはまた価格の変動を介して社会的諸資源が適正に

分配される過程を意味する。ただカンティヨンが価格の調整を企業者の機能にもとめた

のに対して、テュルゴーは利潤最大化を追求する資本の運動にもとづくという（注）。も

ちろん、この相違は両者の見解に起因するのではなく、テュルゴーがカンティヨンの理 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（注）周知のように、アダム・スミスは『国富論』第 1 編第 7 章で市場価格の自然価格からの乖離を論じ、

また第 4 編第 2 章では乖離の調整が有名な「見えざる手（invisible hand）」によるものとしている。

資源分配論をふくむ前者の議論について、エール出身の経済学者でカンティヨンの評伝『リシャール・

カンティヨン』の著者アントイン・E. マーフィーは、スミスが「カンティヨンから〔資源分配論を〕

借用していることは明らかであるが、スミスはこれを認めていない」といっている。ただカンティヨ

ンは、スミスと違って資源分配論を企業者の活動――たとえて言えば「企業者の見える手」によるも

の説き、一方のテュルゴーはカンティヨンの所説をさらに一歩先に進めて「資本の競争」にこれをも

とめた。しかもテュルゴーの場合、ジョエル=トマ・ラヴィックスやポール=マリー・ロマーニのいう

ように、市場価格と「市場生産価格」に相応する「金銭的価値」とが「実質的に収斂するということ

や、さまざまの市場での流通取引が正常に成立しているということ、すなわち生産された商品が市場

ですべて販売されるということを当然の帰結としない」という点でも、スミスの議論とは異なる。テ

レンス・ウィルモット・ハチスンはこうしたテュルゴーの均衡論を「競争的均衡」論と評している。 
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論を精緻化・高度化したというところにある。主観価値学説、客観価値学説と自らの拠

って立つ価値観はたがいに相違するものの、テュルゴーは明らかにケネーではなくカン

ティヨンの後継者であるといってよい。ここに「カンティヨン→テュルゴー」のライン

を描き得る根拠がある。 
 だが、それにもかかわらずテュルゴーはケネー学説の後継者であり、両者の理論的継

承関係を主張する研究者がわが国にはすくなくない。手塚壽郎や山川義雄の研究がその

代表例である。なかでも手塚は 1933 年に発表した論文「心理的經濟價値説の歴史的研

究の一節――チュルゴーの Valeurs et monnaies の想源に就いて」のなかで、テュル

ゴーは「18 世紀において價値を論じた者のうち、最も純粹に心理的見方をとつた人で

ある。18 世紀において、價値を人間の欲望にのみ基礎付けようとした者は〔テュルゴ

ー〕の他にない。彼の價価論は 18 世紀に於ける心理的經濟價価論の point cumulant
〔最高峰〕をなすものである」といってテュルゴーの価値論を高く評価している。しか

しそうした評価は 1768、9 年ころの作とされる未完の論稿「価値と貨幣」があっては

じめて可能となったのであって、手塚はこれをもってテュルゴーの「重農學派的價値觀

より心理的價値論への變轉」と解釈した。すなわち、「1767 年又は 1768 年頃までは彼

〔テュルゴー〕は重農學派の鬪士の一人であつた。彼は〔「価値と貨幣」〕を書く 2 年前

卽 1766 年に〔『諸省察』〕を執筆してゐるが、此書は、價値を論ずる所、重農學派の純

生産物論其まゝである。従つて〔「價価と貨幣〕の價値論とは背反が際立つてゐる」と

したのち、テュルゴーは「この 2 年の間にその價値觀を變へた」と言い及ぶのである。 
 たしかに手塚は『諸省察』には「不明瞭にして未だ發展せられてゐないが、2 年後の

〔「価値と貨幣」〕を豫想させるが如き思想が既に現れてゐないわけではない」という。

しかしそれは、フェルディナンド・ガリアーニの「Della Moneta より暗示を得」た結

果であって、若きテュルゴーの小品「商業、貨幣の流通と利子および諸国家の富に関す

る著作プラン」から名著『諸省察』に至る一連の作品と「価値と貨幣」との間の断絶を

強調する。テュルゴーの「價値觀を變へた」のは、あくまでもくだんのナポリ生まれの

神父どのとジャン=ジョゼフ=ルイ・グラスランであり、このふたりなくしてテュルゴ

ー価値論は成立しなかったと結ぶ。山川も「わが手塚教授の詳細な考證に依つて明らか

にされた」といって、ガリアーニやグラスランがテュルゴーの価値論の形成に及ぼした

影響を重視している。ただ山川にはこれをテュルゴーの「重農學派的價値觀より心理的

價値論への變轉」と解釈することにはためらいがあるようにみえる。 
手塚を待つまでもなく、テュルゴーがガリアーニやグラスランに影響されたことは認

めなければならない。しかし、手塚説にはおよそつぎのような難点がある。すなわち、

このふたりのテュルゴー価値論の形成過程における影響を強調するあまり、エティエン

ヌ・ボノ・ド・コンディヤック神父をはじめとする先学たちの思想的営みを軽視したこ

とである。手塚自ら、ガリアーニがコンディヤックはもとよりジェミニアーノ・モンタ

ナリにさえ言及しなかったことを指摘していたではないか。かたやグラスランは、ジャ
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ン=クロード・ペロによると、コンディヤックを名指しこそしないけれども、ヴォーバ

ン侯爵セバスティアン・ル・プレストル、ラ・ブレード=モンテスキューの男爵どの、

アンリ・ゴワイヨン・ド・ラ・プロンバニ、フランソワ・ヴェロン・ド・フォルボネら

と並んでカンティヨンの名をあげたうえで、「〔グラスラン自身の〕知的営みがこれら先

学の業績に負うことを躊躇せず認めている」といっている。そしてテュルゴーはといえ

ば、かれがガリアーニやグラスランを知る以前に、カンティヨンやコンディヤックの思

想的営みから多くを吸収したことは、まぎれもない事実である。山川が“わが手塚教授”

の所説を全面的に容認し得なかった一半の理由がここにある。 
はたしてそうであるとすれば、手塚のいわゆる「心理經濟價価論の起源」の考究には

異なる解釈が成立するはずである。それはこういうことである――。テュルゴーはいう

に及ばず、ガリアーニ、グラスラン、それにコンディヤックらの諸研究はそれぞれがあ

る程度までパラレルに行われ、かつ一定のオリジナリティを有しつつも、期せずしてテ

ュルゴーというまれに見る傑才の手もとで総合され発展をとげて「18 世紀に於ける心

理經濟價価論の云はゞpoint cumulant〔最高峰〕をなす」に至ったということである。

フランスの研究者たちがテュルゴーの価値論を時に「感覚的経済価値論」と呼ばわるの

は、テュルゴーの価値論のなかにガリアーニやグラスランの欲望理論のみならず、物の

価値が人間の主観的評価にもとづくと見付けたコンディヤックの感覚的認識論の影響

の跡を認め得るからである。 
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